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Il ←／・ 7 / レス;i,，＇）概況
IV 村の土地，JiN関係


























































































一－－＠－－ Ejj/1(2のな γ♂r数’f'/;!',J "' J、i





























Ci'.L 2〕 ’均レ J ，氏：t中部/l ノン仁ムメける J白主約
1・地？折有を断片的小地月ーを幾つも所有する「分散［均所
イJ」scatteredholding typ0 of landholdingとに団地
壬所 1rる「ノ、シエシダ的i＼有J’vプつO：ベターンに分
類する。彼の見解のあらましは後に要約紹介されるが，
浮し：は＼!cLennan,1¥1. S.，“ Land and Tenancy 
in the Central Luzon Plain，” Philippine Studies, 
Vol. 17, N円.4 (Oct. 1969）を参t，；，，乃こし
（注3) 筆者は1967年に中部ノレゾンのlハγエンダ・




（、わ＇~「外村 J のは；i,IJ によるも Jりとし f：っ類 fJ.;n 調去








川総， iY!J仁fin著 I;！ジア LJ土地＇.！ ;IJ度と£；， j寸社今｜誇造』
プシプ経済研究所 1968年） 317-318ベージ。
(fr 4) ' 1 I）ど〆で仁，どこごも， fであらがキf
に1r:ti1苦の I）ストもたtければそれをだれにたずねても





































irJ論文によると， 'i＇部 rレソ J地域じおける地主
的土地所有は大：きく二つのパターンにけ阪0h
るC 一つ（工散在せる小日H也をとi主つもiff[する［分
散l平J所有」でlつり、 i也；士巨大同j出合，Jr1 f Jるわ、
シエンゲ的I＇庁f:flでふる。これ九三）,I) I )fiJ }f';l!E¥、










































































































































( ii 1 ) Pelzer, K. J., 1をoncer Settfoment in 
.・¥siatic T1・opics,¥iew York, 194へp.90. 
（／よ 2) Wicl、berg,E., The Chinese in the f’1,il 
ippine Life 1850 1898, New Haven, Yale Univ. 
Press, 196G, pp. 142-1,13. 
〔i:-l ) .'vfcLennan, op， οt 
〔iI 4 ) Ibid , pp, G!19-67 4, 
(ii 5) ,¥ Il i,IJ 7 イリヒン七1,;i;!JI丘！とI子日！ （『ぬ
:・, ;01 'f'.J ;: 17をみ I,; ) 34、jo  













.t R三｝7干ノどン (;1・Hしする 7＇，プノス hugnosn,iJ‘ 






























































































































機重量 者 9 
ヱ 1 
一、? ツ ト HοE i時 〆J' 1 






































































































































































ノレソ／う村の下fJ人口 ι:t1S56人， T守数で 283戸 Lなっ
ている。 River乱， G. F. & R. T. Mcl¥filian, An 
Economic and Social Survey of Rural Households 
fπ Central Lu亡on,Manila, 195,t‘p. iv 





























































わた》て務めた任涯の持主でお n, DiHE: -1号につし、
て九てもい／汁c＼，元町会議員以上ケラーとの地方名
ゴFあるいは~ff 力＇frであるつ
支配人， WJτ芝配人以夕ト〔＇）差配人と、 J えi王：畏攻；監
督人 l王ati＼、
f企勢1(1余5',iJ、：， t「、るつカテ fけご子はそれぞれ地fど
を分担L, [I九持農民と接触Lt( !;¥ ：）悦佼fl%：への
立｛，いう／ト（1r¥i'}t主力、ら作付・収f替市ほの記録，
水平I］管理］＇， J克明および台政見[if）等i二L、たる諸 h
,1-i 任務を可ご）ゎ 1主た τ！？侍長はわf人小山＂J~fHl を｛f）~
Jてノ、＞工ング，1,/c If，文書整理！に関する A となの
事 ［~51：と IJ し きる 支配人を詳：くこれ「〉：差配人／；：
iuriii パンヱ：ノメプ Lη ， J 、：1：入、りなが：ぅ、？、；た♂－~ .Jlるけ
iトk（， にi土ヒ IJイネ〈の，j、｛1：地主ミ Ljえも.・）:i1ることなど
；、くつ／pnt-'f 1J民が地主か九汗号、.~ tlており， [r;Jじ
t卜（乍人と L、j てもその職傍内'f-j＇九当然 j也jづUJに
立ってi也｜く内♂）他のIj、ft，人lこけし＜i:の支配関係
士もつつ；J¥j査対象のザン・ yンド C ,Hからは現
ぞc~ 人力小if人がj宝ばれて 1 人は民lj支間人、 /tQ(t
りティげヲヲ むう 1人l士事務長と i,-_ -）ているc
ハシ工 L ゲにはこ l,r〕差配人のほかに 17 （」ケ






































































































































































































～1935 25(7lt 22(51 I 
1936～1945'.39M1 34ゆ 1
1046～19ss'17(6ll 1141 I 
1956～19658!4 i 
2 19'.5) I 1 2(2) 1 
1 : 11(7l I 16,sl , 1 4'.l 
3a, ・ 8(3l 62: 
1 3 2 2 
1966～1970, 7 i 4 ' 1 3 .~ 1 2 
不明＇ 1 I ' 1 





































































l戦前 i41 , a ! 24 I 10 4 
~；；q 世代J I i I 
「部：世代j
ノ～, 
｜戦後 j27 1 15 11 9 
: 29 




























































【， 3 I 20 
エ 14 。
「第2世代」 26 2 17 7 I 。




































































































1952 i 1 I不明
1953 I 1 I 125 
1957 不明
3 125, 240, 6α｝ 
1964 250, 600, 1件は不明
200, 1件は不明
I 3 ! 
l'Jfi7 I 2 I 
1968 I 5 I 
1969 I 4 I 
β00，水牛と1伺， 400，水牛， 1'牛不明
；，！＜牛， 1000,520, 1000 
330 年次不明 i I 

















































































i¥ つ（：＇主主がれ／， qi』こ hindiu、う；＇：：定ゐ！を冠 7ろ
たけにすき’ない。












rn 6) これにt'lしては Bernal,E. A., The Role 
of Landlords in Phil妙，pineAgricultural Develop幽
ment: Aπ exploratory study (unpublished M. A. 
thesis submitted to the College of Agriculture, 
Univ. of the Philippines, May, 1967），およびそれ






























'I,! ,j, I', .'J lJ ：） てつl乙：三， Lt;, －；，；二、：ム＇J'fr;:,1;1:t
lf¥l乙：I1・1 '.,J、＇）；てマ／；、 i ご I le?・! , j: ": , c ；三、。
( l 7) ゾ ♂ I, c •· • { i.;, :f', I’f片Ii.・，子、人 J 1 lふ六日＇！
1•,J iJlk ；＇止 i{~ tこ u I J ! ,・ ノi:：，む・）， j他 l v, ＂.、い
（ム I[(•, C ,'j l't ＇（円 ！'r i, I '. :.>o , v イ，＞ : ;.';!' 
!i：こま i こ） l /~ i 1 l〆L it/. , J. tに i 、。
( 上内） ごIL;t ;r、九i'-J！＇；ょ j也iーかす、Ii人 PH め 4二九
I ,. ',・ ・，上 Tヘプj ': '} , : ／ユスク fiesta. ,: pド j ら十：
( d: '.~) agad 二viコ ＇i ＇グパ 1ご；r'{t, .・ .' , .「 ＇J
' i, ・,. J'1：ヒ；：， I /1L : :.1. :, J ・.！ 一
/, } 1J. j’iJ, ここ：： LI J、ρ［人刀、Hf':il～：.I i,i'il'i 
主 L!:'Jと l て ・JぐI ·'• ';I:士.（IJl／ξ ご jプ：；.，.•］＇れそう
「 ，r：こと hl:i 1( '・ l:! I・・J、！＼ [': I:., : {; ご；ょ ・1 : ' . 
'[i (J 'j，二； JJ ! I : '・ t ハ
(,'l.11) ・.JL ,:: "・' Bcrnal,oj>.cit.,pp.パ4リ5
t i 上nc'il '・¥ I , , , . •':: ：：，正；•＇，·っ ι ： ·I::,[! l ・>iえャ；
( n J ・ er’ J プ小叶J. , l'.c:, '/ '. , 1971 'l) 1;0 ・68 
〆tなけ・：.さ JLi いc
(' j二11) /: : ／二 1, 1[1 • ・し J J ：一［）〆） ,; 
i「［｝j,Ii I十f': : , L • ＇二 J rdtl(》11 Ii]' I I 
Ji］コ＇.LI, ([ (I品J行川；こ＜ •· l、ら :I'; F ’f 
, ::~H JノIi；イfi庁’，＇，こ JCJ i J.',J) '.'80 
( ＇－じ12) ブニ：•.I ：；「， 11 •1 it," j; I 
I ！；＇ンネ
一 γO
J、， li "'  ’.， ..ヘ＂工 J
I •1111 In I • ,,}1j1こ；， IJ . 1 
(, ::U) .~ , ' ',L二i',J: . : , J Bernal. op. cit , pp. 40 1'. 
; . ;:'i ti':,;, Iブィ lピ ／ υ＼.t fo 11~ ；：心：： <, i1也iハ：え，1;,























私 （甲） ：土小作人 （乙）に土うノパ
町‘サン・アンドレスキfにある士j也の A 在日を15
年間の期限付きで定額借地契約のもとに貸与
担
;'J v、。
白然災害等により乙が上記小作料を甲の倉
庫まで運波不能となった場合には甲または中
9. 
そのj立する。土地の広さ lょっ0ヘケ々 －！し，
界は干記〔省略）のとおり c しかもそ
れを行なう中の使用人の賃金を含む一切の費
用は乙の負担とすることに関して乙は甲に同
27 
の代理人がそれを代行しうること，
その桃作するゴ：I也に関し
て地主（甲）または甲の代理人にC:Oカバン
借地人（乙）は，・〉］ 
1972090030.TIF
立した。 と記貸用または経費支払い拒否；立中
が本契約を解除するに十分な理由となり得
、一？
~" 
10. 圃場内の木株堀出し、問塚の平tJHι 畦畔
整備等は乙の義務である。
11. 本契約に署名してから 1年以内に，乙がこ
れまでに述べられた諸取決めを夜行しなかっ
たり，蛇塚取払い，木株取出し，峠二畔整備を
定、ったりしているのを中または甲の代理人が
発見した場合には，それが本男約解除のもう
一つの理山となりうる。
J:Z‘ 土地保有に間十る本契約が期限切れとな－，
た場介には，乙によってなされた耕地び川、か
なる改良も全て lf3玄たは甲の代理人の利益と
して，また甲の相筏対象として永久に字受さ
れるところとなる。そうして，乙はそれら改良
部分を持ち去ることもできなければ， L'"｛良の
ための経費全請求する二とも認められなし、つ
13. 乙はその借地をヰlあるいはlt3の差配人の許
riJ，承認なくして第三者に譲波するごとはで
アジアを見る眼
桜井雅夫在
わ が同の経済協力
20＜）丘町川一i
小山茂樹若
中東の窓一一一レパノン
146頁 350F-i
28 
きない。譲渡が必要の場合はその借地を耕作
することが予定されている者と甲あるいはFjl
の代理人との間で契約を更新しなければなら
なし、。
14. 畦畔整備にあたって乙が固場で、出くわす大
切な樹木の切断あるいは破損は一切許さなれ
し、。
15. i産献のためのj邑堤防建設，整備，修復は
一切時！の：負担で行なわれる。
16. 上記小作料は借地人である乙によって［礼意
された。しかも，その支払いは毎年特定の月
に完遂されること。
17. かりに甲乙どちらかが契約書に署名してい
ない場合には，中あるいは甲の代理人はヘク
タール当り 40カパン未満の収礎しかない上地
につし、ては収穫匿の25'Yc1,40力パン以上の収
穫については30%の割合で小｛1ド料を取上げる
ことができる。
（品開 f，＇研究rn;)
アジア経済研究所刊行
{.¥tfJ.できる蚊新’lデータを使って，正1,産で，体系的にか
. J%!&!'tJに';1かれたハンディな啓安古。経済協力の制度
的な1ri，法律的な匿を随所にとり入れ，理念日ヲな記述は
抑え，反｛E，（命.i産されている問題を焦約的に“見切する。
r,1，京の：宮、」として同際的役泌を初うに至っている，レ
ノ、ノンの状況を，経済活動の函iにスポットをあてて，当E
おがj克i也に赴いて集めた最事jのデータをf去ってあらい出
してみようというのが本計♂Jねらいである。
アジア経済li阪会発売
